
　
北
大
病
院
消
化
器
外
科
Ⅱ
（
平
野
聡
教
授
）
は
、
約
３
０
０
㎞
離
れ
た
市
立
釧
路
総
合
病
院
と
一
般
通
信
回
線
で

結
ん
で
、
国
産
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ヒ
ノ
ト
リ
」
に
よ
る
献
体
を
用
い
た
遠
隔
手
術
支
援
の
実
証
研
究
（
カ
ダ
バ

ー
ス
タ
デ
ィ
ー
）
を
行
い
、
胃
切
除
や
胆
嚢
切
除
な
ど
の
遠
隔
手
術
が
安
全
に
実
施
可
能
で
あ
り
、
現
地
と
遠
隔
地

の
操
作
権
移
行
（
操
作
者
切
り
替
え
）
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
今
後
、
他
の
術
式
に
つ
い
て
も

年
度
内
に
検
証
を
行
い
、泌
尿
器
科・呼
吸
器
外
科・婦
人
科
等
の
他
領
域
手
術
も
視
野
に
入
れ
る
。
平
野
教
授
は「
遠

隔
手
術
の
社
会
実
装
に
向
け
て
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
遠
隔
診
療
は
、
医
療
資
源

が
乏
し
い
地
域
の
医
療
格
差

の
是
正
や
、
医
師
の
都
市
部

偏
在
を
改
善
す
る
手
立
て
と

な
る
こ
と
が
社
会
的
に
期
待

さ
れ
て
い
る
。
外
科
領
域
で

も
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
と
通

信
技
術
の
進
歩
を
背
景
に
、

２
０
１
９
年
に
「
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
適
切
な
実
施
に
関

す
る
指
針
」
が
見
直
さ
れ
、 「

情
報
通
信
技
術
を
用
い
た

遠
隔
か
ら
の
高
度
な
技
術

を
有
す
る
医
師
に
よ
る
手
術

等
」
が
追
加
さ
れ
た
。
そ
の

社
会
実
装
へ
向
け
て
、
日
本

外
科
学
会
を
中
心
に
実
証
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
現
地
で
医
師
が

立
ち
会
わ
ず
に
遠
隔
地
だ
け

か
ら
手
術
を
行
う
「
完
全
遠

隔
手
術
」
は
安
全
性
な
ど
の

観
点
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
同
学
会
が
目
指
し
て
い

る
の
は
、
遠
隔
地
の
指
導
医

が
現
地
の
術
者
に
代
わ
っ
て

部
分
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作

す
る
「
遠
隔
手
術
支
援
」
の

臨
床
導
入
だ
。
実
現
す
れ
ば

地
域
患
者
が
地
元
で
最
先
端

手
術
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

地
域
で
も
最
新
手
術
の
修
練

が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
地

域
に
お
け
る
若
手
外
科
医
育

成
や
医
師
偏
在
解
消
へ
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
同
科
の
平
野
聡
教
授
と
海

老
原
裕
磨
特
任
教
授
は
、
同

学
会
の
遠
隔
手
術
実
施
推
進

委
員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
昨
年
６
月
の
「
遠
隔

手
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定

に
携
わ
っ
た
。
ま
た
全
国
の

大
学
等
と
共
同
で
さ
ま
ざ
ま

な
実
証
研
究
を
実
施
し
て
き

て
お
り
、
21
年
に
は
通
信
距

離
約
２
千
㎞
の
九
大
病
院
と

結
ん
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
模

擬
手
術
を
行
い
、
一
般
回
線

を
用
い
て
も
術
者
が
通
常
操

作
と
の
違
和
感
を
覚
え
ず
、

ス
ム
ー
ズ
な
遠
隔
操
作
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

昨
年
に
は
、
弘
前
大
と
九
大

が
ブ
タ
に
よ
る
動
物
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
実
証
研
究
は
、
日

本
医
療
研
究
開
発
機
構
（
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
の
２
０
２
２
年
度

高
度
遠
隔
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
事
業
「
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
遠
隔
手

術
の
実
現
に
向
け
た
実
証
研

究
」（
研
究
代
表
者
・
森
正

樹
日
本
外
科
学
会
前
理
事

長
）
の
分
担
研
究
課
題
。
同

学
会
と
同
大
に
加
え
て
、
ヒ

ノ
ト
リ
を
製
造
す
る
メ
デ
ィ

カ
ロ
イ
ド
、
回
線
を
保
有
す

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
も
参
画

し
、
臨
床
応
用
へ
の
前
段
階

と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
今
年
３
月
14
〜
17
日
の

４
日
間
、
ヒ
ノ
ト
リ
を
約

３
０
０
㎞
離
れ
た
北
大
臨

床
解
剖
実
習
室（C

A
S
T
-

L
ab.

）
と
、
市
立
釧
路
総

合
病
院
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
。

最
初
の
２
日
間
は
胆
嚢
と
胃

臓
器
モ
デ
ル
を
使
い
、
釧
路

か
ら
北
大
の
臓
器
モ
デ
ル
を

用
い
た
模
擬
手
術
の
遠
隔
操

作
と
、
北
大
で
の
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
を
釧
路
の
指
導
医
が
部

分
的
に
操
作
す
る
遠
隔
手

術
支
援
を
行
っ
た
。
３
日
目

は
釧
路
か
ら
北
大
の
献
体
に

対
す
る
胃
切
除
術
の
遠
隔
操

作
、
最
終
日
は
遠
隔
手
術
支

援
で
胃
切
除
術
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
胆
嚢
モ
デ
ル

に
よ
る
胆
嚢
切
除
術
（
遠
隔

操
作
１
回
、現
地
操
作
２
回
、

遠
隔
支
援
１
回
）
で
は
平

均
手
術
時
間
21
・
５
分
、
胆

嚢
・
胆
嚢
管
・
動
脈
損
傷
は

認
め
な
か
っ
た
。
胃
臓
器
モ

デ
ル
に
よ
る
幽
門
側
胃
切
除

術
（
遠
隔
操
作
１
回
、
遠
隔

支
援
１
回
）
は
平
均
１
６
３

分
で
切
除
か
ら
再
建
ま
で
安

全
に
施
行
で
き
た
。

　
献
体
を
用
い
た
遠
隔
か
ら

の
幽
門
側
胃
切
除
術
は
手

術
時
間
２
４
５
分
で
安
全
に

施
行
可
能
だ
っ
た
ほ
か
、
遠

隔
支
援
で
現
地
と
遠
隔
地
が

交
互
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し

た
胃
全
摘
術
は
２
１
７
分
で

完
遂
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
操
作
者
の
疲
労
度

も
、
操
作
技
術
の
安
定
度
に

関
す
る
第
三
者
評
価
で
も
、

通
常
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
時
と

の
差
は
な
か
っ
た
。

　
海
老
原
特
任
教
授
に
よ
る

と
、
実
臨
床
で
行
わ
れ
て
い

る
胃
が
ん
手
術
と
同
様
の
リ

ン
パ
節
郭
清
や
消
化
管
再
建

を
含
む
胃
切
除
術
を
カ
ダ
バ

ー
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
完
遂

し
た
例
は
、
遠
隔
操
作
で
も

遠
隔
支
援
で
も
他
に
報
告
は

な
く
、
と
も
に
世
界
初
の
試

み
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
生

体
を
用
い
た
報
告
は
未
だ
な

い
。

　
ま
た
研
究
で
は
、
回
線
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
策
と

し
て
、
Ｉ
Ｐ
─
Ｖ
Ｐ
Ｎ
回
線

（
閉
域
回
線
）
に
Ｉ
Ｐ
ｓ
ｅ

ｃ
に
よ
る
暗
号
化
を
付
加
し

た
。
通
信
途
絶
や
手
術
映
像

の
乱
れ
、
劣
化
、
ロ
ボ
ッ
ト

制
御
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は

い
ず
れ
も
な
く
、
通
信
遅
延

時
間
は
40
㍉
秒
、
必
要
帯
域

は
１
４
０
〜
１
５
０
Ｍ
ｂ
ｐ

ｓ
で
あ
り
、
一
般
汎
用
回
線

で
可
能
な
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。

　
平
野
教
授
は
「
約
３
０
０

㎞
の
距
離
を
一
般
回
線
で
接

続
し
た
場
合
も
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
操
作
権
を
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
で
き
、
遠
隔
手
術
支
援

が
安
全
に
施
行
で
き
る
こ
と

が
献
体
に
よ
っ
て
実
証
で
き

た
。
ヒ
ト
に
対
す
る
臨
床
応

用
の
直
前
の
段
階
ま
で
進
む

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
制
度
面
な
ど
の
課
題
は

残
っ
て
い
る
が
、
着
々
と
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

国産手術支援ロボットによる遠隔手術実証実験

遠隔手術支援 安全に可能
北大消化器外科Ⅱ

釧
路
と
結
び
献
体
で
実
証

一
般
回
線
で
操
作
権
移
行
円
滑
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